
 

 

 

地 震 防 災 に 関 す る フ ォ ー ラ ム 

－ いつか襲い来る災害にそなえて～防災教育を考えよう～ － 
 

◆開催日  平成20年１月25日（金） 

◆会 場  かしはら万葉ホール 

◆主 催  文部科学省、奈良県、橿原市 

◆後 援  内閣府（防災担当）、奈良県教育委員会、橿原市教育委員会 

◆協 力  防災教育チャレンジプラン実行委員会 

 

12:30 開 場 

13:00～13:10 開会挨拶 

13:10～14:10 基調講演 

「いつか襲い来る災害にそなえて～防災教育を考えよう～」 ………… 3 

 講師：林 春男  京都大学防災研究所巨大災害研究センター教授 

14:10～14:20 休 憩 

14:20～16:35 パネルディスカッション 

(休憩15分含） 「防災教育の先進事例に学ぶ」 

             ○ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 林 春男 京都大学防災研究所巨大災害研究センター教授 

 ○パネリスト 市原定典 奈良県立王寺工業高等学校教諭 ………… 15 

 （50音順） 「防災徒歩帰宅チャレンジ」 

 （防災教育チャレンジプラン2006年度採択プラン) 

 樫原正巳 奈良市立帯解小学校教諭 ………………… 19 

  「奈良県学校地震防災教育推進プランを活用した取組み」 

   河合 保秀  奈良県教育委員会教育企画課調整員…別紙 

                                「奈良県学校地震防災教育推進プランについて」 

滝  明 文部科学省研究開発局地震・ 

 防災研究課防災研究地域連携推進官 

 長岡雅美 奈良県総務部知事公室防災統括室長 …… 25 

 「奈良県地震防災対策アクションプログラムにおける 

   防災教育の位置づけ」 

 浜大吾郎 徳島県美波町消防防災課係長 …………… 29 

  「次世代に夢をつなぐ防災カレンダーづくり」 

   （防災教育チャレンジプラン2005年度大賞受賞） 

 桝谷節生 和歌山県田辺市立新庄中学校教諭 ……… 37 

 「全ての教科に南海地震の対策を学ぶ機会を 

 ～新庄地震学の確立～」 

  （防災教育チャレンジプラン2004年度大賞受賞） 

16:35～16:40 閉会挨拶 

16:40 閉 会 

※手話通訳がつきます。 
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 平成 19 年８月３日（金）に開催を予定しておりました「地震防災フォーラム

－いつか襲い来る災害にそなえて～防災教育を考えよう～－」は台風第５号の

影響により、本日に変更となっております。 
   
この地震防災フォーラムにつきましては、新たにパネリスト河合 保秀さん

（奈良県教育委員会教育企画課調整員）をお招きしてパネルデッカッションを

すすめていきます。 
なお、講演名称・講演テーマは共に変更なく、プログラムのとおり開催しま

す。 
 
 
パネリストの紹介 
名 前 河合 保秀  （かわい やすひで） 
現 職 奈良県教育委員会事務局教育企画課 調整員（指導主事） 

学歴・職歴 
○学歴・職歴  
 昭和５７年３月 奈良教育大学教育学部卒業 
 昭和５７年４月 奈良県立広陵高等学校教諭 
 平成 ２年４月 奈良県立西の京高等学校教諭  
 平成 ６年４月 奈良県立桜井高等学校教諭 
平成１５年４月 奈良県教育委員会事務局教育企画課 調整員（指導主事） 
 

○専門分野 
 書道教育 



「奈良県学校地震防災教育推進プラン」の策定

学校（園）における防災対策の推進

・防災体制の充実

・防災教育の推進

・指導力、実践力の向上

「阪神・淡路大震災」
「新潟県中越地震」
などの震災の教訓

「第2次奈良県地震

被害想定調査結果」

（平成16年10月公表）
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「奈良県学校地震防災教育推進プランについて」

奈良県教育委員会教育企画課調整員 河合 保秀



推進プラン

学校防災の考え方

防災教育

学
校
防
災

防災管理

防災に関する
組織活動

防
災
計
画

「防災計画編」

「教育実践編」



防災計画編

教育実践編

・学校や幼稚園での日々の安全管理

・大規模地震発生時の対応等

・幼稚園から高等学校までを見据えた

体系的、継続的な防災教育プログラム

・防災教育の展開例



学校（園）における防災体制の充実

学

校

防

災

計

画

緊急時の連絡体制に関すること

防災体制に関すること

防災教育の推進に関すること

防災（避難）訓練の実施に関すること

安全点検に関すること

学校が避難所や地域防災拠点となった場合の

対応に関すること

大規模地震が発生した場合を想定することが必要



地震発生時別の基本対応

・在校（園）の対応

授業中（教室・特別教室・体育館・運動場など）

休憩時間（教室・廊下・昇降口・体育館・運動場・

トイレなど）

・登下校(園）中の対応（徒歩・自転車・バス・電車など）

・学校外の諸活動中の対応

・勤務時間外（休日等）の対応

震災対策初動体制の確認

避難所としての学校（園）の対応 連携
家庭・地域社会・

関係機関



学校（園）にいるとき

（校舎内）









学校（園）にいるとき

（廊下・昇降口では）





防災教育について

生活安全

災害安全 地震防災教育

交通安全

安全教育

子どもたちの発達段階に応じた、

継続的・体系的な防災教育の展開



奈良県学校地震防災教育の目標

子どもたちを自立した社会人に育てるため、
災害から自らの命を守る意識や行動力を身
に付け、助け合いやボランティア精神などの
共生の心を育成する。

ー災害に自立的に対応できる子どもの育成ー



奈良県学校地震防災教育の指導内容

奈
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知識

技能

態度

災害について科学的な理解を深める

防災リテラシーを身に付ける

人間としての生き方を身に付ける

発達段階に応じた到達目標









「奈良県学校地震防災教育推進プラン」の策定

学校（園）における防災対策の推進

１ 防災体制の充実

○日々の安全管理の充実

○災害発生時の初動体制の徹底

○避難所としての対応

２ 防災教育（訓練）の推進

○地震防災教育プログラムの構築

○発達段階に応じた防災教育展開例の提示

「災害に自立的に対応できる子どもの育成

・災害から自らの命を守る意識や行動力の育成

・助け合いやボランティア精神など共生の心の育成

３ 指導力・実践力の向上

○教職員の防災リテラシーの向上

各学校（園）では

・学校防災計画の見直し

・体系的、継続的な防災

教育の展開

・学校、家庭、地域、関係

機関が連携した防災教

育(訓練）の実施

・教職員研修の

充実、推進



奈良県学校地震防災教育プログラムの構成
学校（園）において防災教育を展開する際、何を題材にどのようなねらいで展開するのかを明確にする必要がある。地震災害については、例えば「地震発生の

メカニズムを知ろう」や「復旧復興について学ぼう」など、さまざまなテーマが考えられる。
下図は、学習のテーマをカテゴリー別・時系列順に整理したものである。児童等の発達段階に応じ、「知識」「技能」「態度」の指導内容に配慮しながら、計画

的に実施することが大切である。
奈良県学校地震防災教育プログラム（構成図）

家・学校の安全性

家のつくりと安全性を考えよう

住宅の耐震化を考えよう

内部被害を防止しよう

地震の知識

地震の発生メカニズムを知ろう
－揺れ・震度・活断層－
－地盤の影響（全般、奈良県）－

地域の地理学的特性を知ろう

余震について知ろう

地震動を体験的に知ろう

地域理解

自分の住む地域の危険場所を知ろう

自分の生活圏を知ろう

自分の校区を知ろう

県作成のハザードマップで
調べよう

命 を 守 る

自分の身を守る 救命・救助 消 火 安 否

避難経路を知ろう

安全に避難する方
法を考えよう

部屋からの脱出訓
練をしよう

火災からの避難方
法を学ぼう

災害救助犬につ
いて知ろう

消火方法を学
ぼう

安 否 確 認 の
方 法 を 知 ろ
う （ 伝 言 ダ
イヤル）

子 ど も の 引
き 渡 し の 仕
組 み を 知 ろ
う

救急車の呼び方
を学ぼう

けが人の運搬
方法を学ぼう

応急処置法を学
ぼう

防災帰宅訓練を実
施しよう

共同生活にお
ける知恵・規
則・マナーを
考えよう災害用の備蓄品

を確かめよう

避 難 生 活

ライフライン
の寸断

収容避難所 助け合い
（自助・共助）

仮設住宅 被災者の気持ち

ライフライン寸
断による生活へ
の影響を考えよ
う

災害時の行政の役割
・能力を考えよう

自分にできる救援・
救助活動を考えよう

避難所となっ
た学校での授
業再開の条件
を考えよう

被災者の体験に
学ぼう

災害時の避難
生活の実態を
学ぼう

被災者間の助け合い
を考えよう

他人への思いやりを
考えよう

仮設住宅の生活
に学ぼう

サバイバル体験
をしよう
－技術・能力の
習得－

災害ボランティア活
動について考えよう

家族の絆を考えよう

避難所体験を
しよう

被災者の気持ち
や思いを考えよ
う

非常持ち出し品
を確かめよう

ライフラインの
復旧を学ぼう

心の健康管理を
考えよう

被害を軽減させる

方法を学ぼう

応急対策

災害についてのイメージ力

災害時に何をすべきか考えよう

地震発生時にいかに行動すべき
か考えよう

防災対策・計画

地域の防災対策について考えよう

学校での防災計画について考えよう

家庭での防災計画について考えよう

教材の作成

訓練の実施
ファシリテーターの育成

防災スローガ
ンをつくろう

防災知識クイ
ズを考えよう

防災絵本・紙
芝居・視聴覚
教材をつくろ
う

防災事典・辞
典をつくろう

防災マップ

防災マップを
作ろう
（地域の危険
箇所を知ろう）

地震災害

地震による被害を知ろう

建物が壊れるメカニ
ズムを学ぼう

液状化

地滑り

津波

火災

被害を軽減
させる方法を

学ぼう

想定される
被害について
学ぼう

災害の歴史・想定

過去の災害を知ろう（全般、奈良県）

奈良県に想定される災害について
知ろう、予測しよう

予防対策



大規模地震に備えた学校防災対策の推進

○ 「奈良県学校地震防災教育推進プラン」（Ｈ１７作成）

○ 「奈良県学校施設の耐震改修ガイドライン」（Ｈ１８作成）
○ 耐震化の着実な実施方針の確立

２ 学校施設の耐震化の推進

(2) 防災教育（訓練）の推進

・ 奈良県学校地震防災教育プログラムの構築
・ 子どもたちの発達段階に応じた防災教育展開例の提示

「災害に自立的に対応できる子どもの育成」
・ 災害から自らの命を守る意識や行動力の育成
・ 助け合いやボランティア精神など共生の心の育成

１ 学校（園）における防災対策の推進

(3) 指導力・実践力の向上
・ 教職員の防災リテラシーの向上
・ 防災教育研修会の実施

・ 防災教育（危機管理）に関する教員研修

の充実・推進を図る。

各学校（園）では、

・ 「推進プラン」に示し
た防災対応例を基に、学
校防災計画の見直しを行
う。

・ 教育活動全体を通じた
体系的・継続的な防災教
育を展開する。

・ 学校・家庭・地域・関
係機関が連携した防災教
育（訓練）を実施する。

耐震化率目標値：９０％以上（Ｈ２７）

改正耐震改修促進法に基づく国の基本方針

(1) 防災体制の充実

・ 日々の安全管理の充実
・ 災害発生時の初動体制の徹底
・ 避難所としての対応

地
震
発
生
時
の
被
害
の
軽
減
を
図
る

奈良県地震防災対策アクションプログラム

○ 学校施設の耐震化の優先度評価方法
○ 具体的な進め方の手法と耐震化の方法

県内学校施設の耐震化の向上

○ 学校施設の機能

・ 児童・生徒の教育を受ける場

・ 災害時の応急避難場所

学校には複合的な機能があり
耐震化の緊急性が高い

公立学校の耐震化の現状

（平成１９年４年１日現在）

耐震化率（％）

奈良県 全国平均

小中学校 ４５．７ ５８．６

高等学校 ４６．１ ６０．９

特別支援学校 ６３．９ ７８．２

幼 稚 園 ３６．１ ５４．５

＊非木造２階建または 200㎡を超える建物

全国に比べ遅れている

奈良県学校施設耐震化ガイドライン
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